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研究成果の概要（和文）：体育学習を通して生きる力を育成することを目的とした基礎的および

実践的研究を、「学習意欲」「ストレス適応」「ライフスキル」の視点から行った。その結果、生

きる力を育成するためには、①努力や習熟過程が重視される熟達志向的な雰囲気を高めること、

②体育学習で身につけたストレス対処方法や問題解決などの心理社会的スキルが日常生活でも

同じように適用できると気づかせること、③学習意欲を高めるとともに心理社会的スキルを獲

得させることなどが重要であると指摘された。 

 

研究成果の概要（英文）：Ikiru chikara, a Japanese concept officially translated as“zest 

for living”that refers to the ability to grow and adapt, is necessary for successful 

adaptation to a lifelong learning society. In this study, we tried to foster ikiru chikara 

through physical education learning by doing theoretical and practical studies from the 

perspectives of learning motivation, adaptation to stress, and life skills. As a result, 

it was pointed out that high masterly climate in physical education class, application 

of stress coping and psychosocial skills which acquired in physical education class to 

daily life, enhancement of learning motivation, and acquisition of psychosocial skills 

were essential for fostering ikiru chikara. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究申請当時の学習指導要領（1998 改
訂）においては、生きる力を育てることが教
育の理念として掲げられ、それらを育てる教
育とは、「自ら学び自ら考える力を育てる教
育」「豊かな人間性や社会性を育む教育」で
あると考えられていた。しかしながら、この
ような教育を実現する具体的な手立ては、
「総合的な学習の時間」を中心に試行的に展
開されているのが現状であった。すなわち、
生きる力を育てる教育の組織的な取り組み
は、十分になされていなかった。 
 そこで、これまでの生きる力に関連する研
究や構成概念について研究分担者らと慎重
に議論を重ねた結果、生きる力を構成する変
数として「学習意欲」「ストレス適応」「ライ
フスキル」の３つが極めて重要であると判断
した。そして、これらの複数の視点から体育
学習を通した子どもたちの生きる力を育成
しようと試みたのであった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、生きる力を構成する主要な変数
として、「学習意欲」「ストレス適応」「ライ
フスキル」を取りあげ、これらの複数の視点
から体育学習を通した子どもたちの生きる
力の育成に貢献しようとするものである。ま
た、それらの影響力や相互の関連性も合わせ
て検討することである。 
 具体的な研究としては、それぞれの変数に
おける国内外の文献研究、理論的研究、実践
的研究、相互の関連性に関する研究などであ
る。そして、これらの研究成果を踏まえて、
生きる力の育成に関する提言を試みる。 
 
３．研究の方法 
(1) 国内外の文献研究 
生きる力の育成に関連する「学習意欲、スト
レス適応、ライフスキル」に関して、国内外
の文献を検索しレビューする。 
 
(2) 理論的研究 
文献研究を手がかりとして、学習意欲の喚起、
ストレスへの適応、ライフスキルの獲得に関
する理論的根拠を明確にする。 
 
(3) 実践的研究 
生きる力の育成に関して、先に得られた理論
的枠組みに依拠した実践的研究を実施する。
そして、得られたデータを量的および質的に
分析する。 
 
(4) 相互の関連性に関する研究 
生きる力の育成に及ぼす「学習意欲、ストレ
ス適応、ライフスキル」相互の関連性につい
て、相関分析、重回帰分析、構造方程式モデ
リングなどで明らかにする。 

４．研究成果 
 本研究は、生きる力の育成に関して、基本
的には、体育授業における「学習意欲」「ス
トレス適応」「ライフスキル」の視点からア
プローチしている。以下には、各年度におけ
る主な研究成果、生きる力に有効な方法の提
言、国内外における位置づけとインパクト、
今後の展望などを記載することにする。 
(1) 2006 年度  
①学習意欲 
 体育における学習意欲の喚起に関して、内
外の文献研究を基にした理論的枠組みを検
討した。そして、体育における学習意欲診断
検査（DLMPET）を利用した学習意欲の喚起実
践、動機づけ雰囲気に関する研究に依拠した
学習意欲喚起の理論枠の検討と実践、経験豊
富な教育実践者の動機づけ方略の調査など
の必要性を指摘するとともに、これらの円滑
な実現に向けての準備体制を強めた。 
②ストレス適応 
 体育授業場面におけるストレス適応の問
題を明らかにするために、文献研究による理
論的枠組みを検討するとともに、その枠組み
に基づく体育授業場面のストレス要因につ
いて調査を行った。理論的枠組みの検討から
は、ラザルスらのストレスモデルにコーピン
グに対する原因帰属の過程を加えた独自の
ストレス適応モデルを提唱した。また、実態
把握調査は、適応モデルを構成する認知的評
価、コーピング、原因帰属、体育授業適応感
について実施し、特に体育授業場面で生じる
友人関係のストレス状況に関わる適応過程
を検討した。 
③ライフスキル 
 体育授業におけるライフスキル教育の可
能性を探るため、文献研究、関係者へのイン
タビュー、授業観察などを行った。文献研究
では、スポーツおよび体育を通したライフス
キルあるいは社会的スキル教育の実践事例
に関する文献を中心に収集し、具体的なプロ
グラムの内容や評価方法などをレビューし
た。インタビューは、体育でのライフスキル
教育の先進国であるニュージーランドの研
究者・体育指導者、国内の小中学校教員など
に対して行い、現状の把握を試みた。さらに、
小中学校の体育の授業を観察・ビデオ撮影し、
そこで得られた行動情報をもとに体育でど
のようなライフスキル要素の教育が可能で
あるかを検討した。 
 
(2) 2007 年度  
①学習意欲 
 2006 年度に検討した体育授業における学
習意欲の喚起の理論的枠組（動機づけ雰囲気
→学習意欲→行動・適応）に基づいて実証的
な研究を行った。動機づけ雰囲気を評価する
ために、学習志向的雰囲気と成績志向的雰囲



 

 

気を基軸とする尺度を作成した。その尺度を
用いて小学生と中学生を対象に調査を行い、
動機づけ雰囲気が学習意欲に影響を及ぼし
学習意欲が行動や適応に影響することを明
らかにした。影響の仕方は、学年や性別によ
り異なっていた。 
②ストレス適応 
 2006 年度に提唱した体育授業におけるス
トレス適応モデルが、実際に児童生徒のスト
レス低減過程の説明に適用できるかどうか
を、授業実践を通して検討した。特に友人関
係のストレス場面に着目し、ストレス反応の
低減と体育授業適応感の向上に結びつくよ
うな認知行動的側面への介入指導を、中学生
の体育授業を対象に計画し実践した。介入後
は生徒の友人ストレスレベルが低下し、体育
授業に対する肯定的認識と楽しさの主観的
評価が向上したことから、モデルに基づく介
入は概ね有効であると考えられた。 
③ライフスキル 
 体育授業を通したライフスキル教育の可
能性を探るため、国外調査情報の整理、文献
研究、授業介入研究を行った。国外調査情報
の整理では、前年度ニュージーランドで行わ
れたインタビューの記録を逐語化してまと
めるとともに、ニュージーランド教育省の資
料を翻訳した。文献研究では、小中高等学校
で行われる体育授業を通したライフスキル
教育の現状と展望について論じた論文を発
表した。さらに、小中学校の体育の授業を通
してライフスキルを高めることを目的とし
た介入調査研究を行い、介入が授業における
心理社会的スキルの般化に及ぼす効果を検
証した。 
 
(3) 2008 年度  
①学習意欲 
 体育授業の学習意欲に影響を及ぼす動機
づけ雰囲気に関する文献を整理し、体育にお
ける動機づけ雰囲気研究の現状と今後の課
題を展望した論文を発表した。また、熟達雰
囲気（教師の熟達志向、熟達志向、協同、公
平さの 4 因子）と成績雰囲気（教師の成績雰
囲気、成績雰囲気、失敗の恐れの 3 因子）で
構成される体育における動機づけ雰囲気測
定尺度の信頼性と妥当性について日本スポ
ーツ心理学会で報告した。さらに、経験豊富
な教育実践者を対象にインタビュー（半構造
化面接）を行い、体育の授業における動機づ
け方略について検討した。 
②ストレス適応 
 体育授業におけるストレス適応の理論的
枠組みを検討するために行った文献研究に
基づき、心理学的ストレス研究の視点から体
育授業の今日的課題を展望した論文を発表
した。また、体育授業におけるストレス適応
のための認知行動的側面に対する介入授業

を行い，ストレス対処能力の育成が必要と思
われる生徒に着目して、尺度得点の変化とイ
ンタビューに基づく介入効果の事例的分析
を行った。さらに、高校生を対象として行わ
れた体育授業のストレス適応モデルに基づ
く認知行動的側面の因果的関連についても
検討した。 
③ライフスキル 
 前年度に実施された小中学校の体育授業
を通してライフスキルを高めることを目的
とした実践研究の成果を、今年度の日本体育
学会および日本スポーツ心理学会で報告し
た。また、体育授業を通した心理社会的スキ
ルの獲得とそのライフスキルへの般化に関
するモデルを構築し、それらに依拠した実践
研究を行った。具体的には、コミュニケーシ
ョンスキル（特に、アサーションスキル）の
獲得と、それらのライフスキルへの般化を目
的とした介入プログラムを、小中学校の体育
授業で実施し、その効果を介入プログラム前
後の尺度得点の推移およびインタビュー結
果をもとに検討した。 
 
(4) 2009 年度  
 今年度が本研究の最終年度である。各グル
ープの研究概要は、以下の通りである。全体
としては、過去３年間で蓄積された知見、今
後の研究課題や展望などについて総括した。
また、これまでの研究実績を踏まえて、生き
る力を育成するための有効な方法を提言し
た。 
①学習意欲 
 体育における学習意欲と動機づけ雰囲気
との関係を検討した。その結果、熟達雰囲気
は学習意欲に強く影響するが成績雰囲気は
あまり影響しないことが示された。これらを
国際スポーツ心理学会で報告した。また、「動
機づけ雰囲気→学習動機→学習方略」という
モデルを仮定し、それらの因果関係を構造方
程式モデリングによって検討した結果、モデ
ルの妥当性が示された。この結果は日本スポ
ーツ心理学会で報告した。 
②ストレス適応 
 体育授業ストレス適応モデルを基盤とし
た介入プログラムを実践し、ライフスキルへ
の般化可能性と指導方略を検討した。分析の
結果、体育授業適応感や生きる力に対する自
己評価などが向上し、介入プログラムの有効
性が概ね確認された。この結果を日本スポー
ツ心理学会で発表した。また、高校生の体育
授業ストレス適応過程を検討した研究を原
著論文として公表した。 
③ライフスキル 
 体育授業における心理社会的スキルおよ
びライフスキルの測定尺度に関する原著論
文を公表した。また、小中学校の体育授業を
通した実践介入研究のうち、ライフスキルを



 

 

高めることを目的とした研究成果を、国際ス
ポーツ心理学会で発表した。さらには、心理
社会的スキルの獲得とそのライフスキルへ
の般化を目的とした研究成果を、応用スポー
ツ心理学会および日本スポーツ心理学会で
報告した。 
 
(5) 生きる力に有効な方法の提言 
 各研究グループおよび全体の研究からの
知見に基づいて、生きる力の育成に有効な方
法を示した。以下にそれらを要約する。 
 ①体育授業において学習意欲を高めるに
は、クラスの雰囲気づくりにおいて、教師が
熟達志向を目指し、熟達志向を重視する雰囲
気をつくり、協同で行うことの大切さを知ら
せ、公平に接することが重要である。さらに、
失敗を受け入れる雰囲気づくりが大切にな
る。体育における学習意欲を高めることやク
ラスを熟達雰囲気にすることにより、ライフ
スキルの獲得を促進する可能性がある。 
 ②体育における学習意欲、そして生きる力
を育成するためには、児童・生徒「個人」へ
の介入に加え、「クラス全体」の雰囲気への
介入が有望であること。とりわけ、クラスの
熟達志向的雰囲気の醸成が学習意欲の向上
に重要である。さらに、体育授業における成
績志向的雰囲気は学習不安を高め、積極的な
学習行動を抑制する傾向にあることから、そ
の排除に努めることが重要である。 
 ③体育授業における様々なストレス対処
法を身につけさせ、さらにそのような方法を
体育授業以外の生活場面でも使えるような
力として定着させるためには、ストレス対処
に関わる知識とスキルの学習を行い、それら
の知識やスキルを授業で実際に用いさせ、そ
れが役立ったかどうかを短時間でも毎時間
振り返らせることが重要である。 
 ④体育授業を通して、生きる力の基礎とな
るライフスキルを身につけるためには、心理
社会的スキルを習得するとともに、それらを
ライフスキルへと般化させることが重要で
ある。心理社会的スキルの習得は、体育授業
の中で用いられる心理社会的スキルを理解
し、見たり試したりすることで進められる。
また、ライフスキルへの般化は、心理社会的
スキルの意義を児童・生徒が自覚すること
（内在化）、そのスキルの般化場面が体育授
業と同じであると気づけること（同定）によ
って促進させることができる。このような心
理社会的スキルの習得およびライフスキル
への般化を目的とするプログラムは、体育の
本来的な目的である運動スキル学習に支障
をきたすことなく、あるいは運動スキル学習
と結びつけて実施することが可能であり、特
に経験の浅い教師にとって有効性が高いも
のであると思われる。一方で、ライフスキル
を獲得させるためには、児童・生徒の体育授

業に対する動機づけを高めることも必要で
ある。 
 ⑤子どもたちの生きる力を育成するため
には、体育授業において、積極的に取り組も
うとする「学習意欲」を高めること、問題解
決や対人関係スキルなどの「心理社会的スキ
ル」を獲得させることが重要である。 
 
(6) 国内外における位置づけとインパクト 
 本研究に関する研究成果は、国際学会（国
際スポーツ心理学会、応用スポーツ心理学
会）および国内学会（日本体育学会、日本ス
ポーツ心理学会）で発表した。いずれの学会
においても質問やコメントが多く出され、本
研究への関心の高さが感じられた。単なる実
践報告ではなく、生きる力の育成に関する理
論的枠組みを基盤とした実践的研究として
注目されたと言える。特に、体育授業で習得
した心理社会的スキルの日常生活への般化
を促進するプログラムは、短時間で有効であ
ることから、実際の体育授業で適用可能なも
のとしてインパクトを与えたと言える。 
 また、本研究は、生きる力の育成に対して、
単一の視点だけではなく、学習意欲、ストレ
ス適応、ライフスキルといった複数の視点か
ら総合的に取り組んだものであった。この点
は、国内外の研究者に対して、新しい研究ア
プローチの仕方として強い印象を与えたと
言ええよう。 
 
(7) 今後の展望 
 本研究においては、体育授業を通して培わ
れる生きる力には学習意欲の向上と心理社
会的スキルの獲得が強く関係していること、
生きる力の育成にはこれらの意欲やスキル
が他の場面や環境にも般化あるいは適用で
きるようになることが重要であることが示
された。しかしながら、他の場面への般化に
ついては、研究期間が短く十分に検討するま
でには至らなかった。今後は、体育・スポー
ツ活動の派生的効果、すなわち、体育やスポ
ーツ活動の効果が当該活動の範囲内だけで
なく他の場面や環境においても認められる
のか、何が般化を促進させるのか、そのメカ
ニズムは何かなどについて、様々な変数を手
掛かりに量的・質的に検討していくことが必
要である。 
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